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論文全体の構成は 6 章からなり、総頁数はvii +228 頁(英文)である。序章において、本論で扱う具体的な争点と
それに対する解決の概略が示され、 2 章以降は、序章で提示した個々の争点に対して各 1 章を与える形で構成されて
いる。具体的には、 2 章で、英語法助動詞とその意味の関係について、 3 章で、英語の時制とその時間関係について
議論がなされる。 4 章と 5 章は、法性・時制を他の文法要素とのかかわりで議論したものである。 4 章では、接続詞
before と過去完了形との一見矛盾するかにみえる時間的共起現象が取り上げられ、 5 章では、現在完了形に関して従















4 章と 5 章の目的は、認知文法の前提で、ある部分的合成性 (partial compositionality) という記述概念、が、時制及
び法性の意味領域でも適用され得ることを示すことである。部分的合成性とは、一つの複合形式の意味はその成員形
式の総和以上の意味を表し得るという仮説であり、認知文法の構文分析で盛んに用いられてきた概念である。しかし、















root possibility、 permission (objective) 間の相互ネットワークをより精密化し、否定との関係も考慮する必要があ
る。これらの問題については、日本語など他の言語との対照的考察が有益である。②複合グラウンディングモデルは
興味深いが、主節、従属節の区別を取り扱うことの根拠がやや弱い。③完了形の類型論についても最近の成果を取り
入れることが望ましい。
このようにいくつかの間題点は残るが、これらはむしろ今後の発展のための課題として捉えるべき性質のものであ
り、本論文の本質的な価値を損なうものでは決してない。よって、本論文は博士(文学)の学位にふさわしいものと
認定する。
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